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後
の
無
症
候
者
の
心
筋
の
Ｆ

Ｄ
Ｇ
集
積
の
程
度
を
解
析
し

て
み
た
。
そ
の
結
果
、
無
症

候
者
で
あ
っ
て
も
接
種
後
し

ば
ら
く
は
集
積
が
上
昇
し
て

お
り
、
半
年
後
に
正
常
に
戻

る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
世
間
の

ワ
ク
チ
ン
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い

た
時
期
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
掲
載
後

わ
ず
か
２
か
月

で
、
年
間
閲
覧
数

の
過
去
最
高
を
獲

得
し
、
マ
ス
コ
ミ

か
ら
の
取
材
申
し

込
み
も
多
数
頂
い
た
。
中
原

君
の
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍

に
期
待
し
た
い
。

（
放
射
線
科
（
診
断
）
教
授�

�

　

陣
崎
雅
弘　

66
回
）

　

２
０
２
４
年
度
の
日
本
医

学
放
射
線
学
会
最
優
秀
論
文

賞
を
当
科
の
中
原
健
裕
君

（
82
相
当
）
が
受
賞
し
、
４

月
開
催
の
第
84
回
日
本
医
学

放
射
線
学
会
総
会
に
て
表
彰

さ
れ
た
。

　

受
賞
論
文
はRadiology

誌
に
掲
載
さ
れ
た

“
A

ssessm
ent of 

M
yocardial 18F-FDG 

Uptake at PET/CT in SARS-CoV-2-vaccinated 
and Nonvaccinated 
Patients”

で
あ
る
。

SARS-CoV-2 

ワ
ク
チ
ン
接

種
後
、
心
筋
炎
が
起
こ
り
得

る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。18F-FDG

は
糖
代
謝
を

観
察
す
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
薬
剤
で
、

主
に
腫
瘍
の
評
価
に
用
い
ら

れ
る
が
、
心
筋
炎
に
お
い
て

は
心
筋
に
集
積
す
る
。
そ
こ

で
我
々
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

Council

、
12
月
に
行
わ
れ

た
第
54
回
日
本
創
傷
治
癒
学

会
に
続
く
受
賞
と
な
っ
た
。

　

日
本
結
合
組
織
学
会
は
、

日
本
の
結
合
組
織
研
究
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る

歴
史
あ
る
学
会
で
、
基
礎
か

ら
臨
床
ま
で
幅
広
い
分
野
の

研
究
者
が
参
加
す
る
学
会
で

あ
り
、
Ｙ
Ｉ
Ａ
の
エ
ン
ト
リ

ー
数
も
多
く
、
そ
の
中
で
、

Keratin17

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト

マ
ウ
ス
で
の
肌
理
の
解
析
、

microarray

に
よ
る
シ
グ
ナ

ル
解
析
な
ど
を
含
め
、
肌
理

の
形
成
過
程
にKeratin17

が
関
与
す
る
こ
と
を
詳
細
に

示
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
受
賞
と
な
っ
た
。
３
年
生

の
自
主
学
習
で
形
成
外
科
を

選
択
し
た
種
田
君
は
、
自
主

学
習
終
了
後
Ｍ
Ｄ
︱
Ｐ
ｈ
Ｄ

コ
ー
ス
に
編
入
し
て
研
究
を

続
行
し
、
今
回
現
在
も
忙
し

い
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ

ッ
プ
の
合
間
に
自
発
的
に
研

究
を
続
け
て
成
果
を
出
し
て

い
る
。
種
田
君
の
将
来
を
輝

か
し
く
思
う
と
と
も
に
、
Ｍ

Ｄ
︱
Ｐ
ｈ
Ｄ
コ
ー
ス
を
導
入

し
て
下
さ
っ
た
医
学
部
執
行

部
、
関
係
各
位
に
感
謝
し
ま

す
。

（
形
成
外
科　

�

貴
志
和
生　

67
回
）

　

２
０
２
５
年

６
月
７
日
︱
８

日
に
大
阪
大
学

紺
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た

第
57
回
日
本
結

合
組
織
学
会
に

て
、
形
成
外
科

Ｍ
Ｄ
︱
Ｐ
ｈ
Ｄ
コ
ー
ス
の
種

田
桐
子
君
（
6
年
）
の
演
題

〝
マ
ウ
ス
胎
仔
期
の
肌
理
形

成
に
お
け
る
表
皮
角
化
細
胞

分
裂
とKeratin17

の
関
係
〟

がYoung Investigator 
Award

を
受
賞
し
た
。
昨
年

10
月
に
行
わ
れ
た1st 

International Plastic 
Surgery R

esearch 

　

今
年
の
４
月
に
パ
シ
フ
ィ

コ
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
第
84

回
日
本
医
学
放
射
線
学
会
総

会
の
フ
ィ
ル
ム
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
に
お
い
て
、
当
科
の
八
木

文
子
君
（
94
回
）
が
全
問
正

解
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂

げ
、最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
画

像
か
ら
正
確
な
診
断
を
導
き

出
す
〝
読
影
力
〟
を
競
う
も

の
で
、
出
題
者
・
解
答
者
と

も
に
高
い
レ
ベ
ル
が
求
め
ら

れ
、
学
会
に
お
け
る
名
物
イ

ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
。
参

加
者
は
主
に
若

手
か
ら
中
堅
の

医
師
で
、
単
に

疾
患
を
当
て
る

だ
け
で
な
く
、

細
か
な
画
像
所

見
を
正
確
に
拾

い
上
げ
、
臨
床

経
過
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
診
断
を
導
く

力
、
さ
ら
に
は
最
新
の
疾
患

分
類
に
基
づ
く
正
し
い
病
名

を
答
え
る
力
な
ど
、
複
合
的

な
能
力
が
問
わ
れ
る
。
八
木

君
は
、
日
常
診
療
に
お
い
て

も
一
貫
し
て
丁
寧
な
読
影
を

心
が
け
、
細
か
な
所
見
を
見

逃
さ
ず
、
治
療
方
針
ま
で
見

据
え
た
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
実

践
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に

も
同
様
の
企
画
で
複
数
回
受

賞
歴
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

日
々
の
実
践
の
積
み
重
ね

が
、
受
賞
に
つ
な
が
っ
て
い

　

同
君
の
コ
メ
ン

ト
「
こ
れ
ま
で
片

頭
痛
の
基
礎
研
究

や
臨
床
研
究
を
行

っ
て
き
ま
し
た

が
、
頭
痛
学
の
普

及
も
重
要
と
考
え

て
専
門
医
育
成
を

含
め
て
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、

慶
應
神
経
内
科
の

諸
先
輩
や
中
原
教

授
を
含
め
現
在
も

同
教
室
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

先
生
方
の
ご
支
援
の
賜
物
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

頭
痛
医
療
の
発
展
と
共
に
教

育
活
動
に
貢
献
し
て
い
く
所

存
で
す
」。

（
内
科
学
（
神
経
）
教
室　

�

中
原　

仁　

82
回
）

会
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
今

回
の
表
彰
を
踏
ま
え
て
益
々

の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

　

眼
科
学
教
室
の
清
水
映
輔 

（
眼
92
回
）
が
、
ド
ラ
イ
ア

イ
研
究
会
が
主
催
す
る
「
２

０
２
４
年
ド
ラ
イ
ア
イ
リ
サ

ー
チ
ア
ワ
ー
ド
」
を
受
賞
し

た
。
ド
ラ
イ
ア
イ
リ
サ
ー
チ

ア
ワ
ー
ド
は
日
本
の
ド
ラ
イ

ア
イ
の
研
究
助
成
や
ド
ラ
イ

ア
イ
研
究
の
向

上
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
毎

年
、
該
当
す
る

研
究
者
に
送
ら

れ
る
も
の
で
あ

る
。

　

今
回
、
清
水
君
は

「Artificial intelligence 
to estimate the tear film 
breakup tim

e and 
diagnose dry eye 
disease

」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
、
ド
ラ
イ
ア
イ
の
主
要

な
所
見
で
あ
る
涙
液
層
破
壊

時
間
を
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

を
用
い
て
推
定
す
る
モ
デ
ル

開
発
の
論
文
が
評
価
さ
れ
、

受
賞
に
至
っ
た
。
２
０
２
４

年
10
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ

た
「
第
78
回
日
本
臨
床
眼
科

学
会
」
に
お
い
て
、
受
賞
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　

眼
科
学
教
室
か
ら
は
代
々

多
数
の
研
究
者
が
表
彰
さ
れ

て
お
り
、
近
年
で
は
２
０
２

３
年
の
楊
帆
君
（
留
学
生
）、

２
０
２
２
年
の
佐
藤
真
理
君

（
92
相
当
）、
羽
入
田
明
子

君
（
91
回
）、
２
０
２
１
年

の
小
川
護
君
（
90
相
当
）、

２
０
２
０
年
の
羽
入
田
明
子

君
（
91
回
）、
２
０
１
９
年

の
園
部
秀
樹
君
（
90
相
当
）

が
受
賞
し
て
い
る
。

（
眼
科
学
教
室　

�

根
岸 

一
乃　

眼
67
回
）

　

内
科
学
教
室
（
リ
ウ
マ
チ

・
膠
原
病
内
科
）
の
玉
井
博

也
君
が
２
０
２
５
年
度
の
日

本
リ
ウ
マ
チ
学

会
奨
励
賞
を
受

賞
し
、
第
69
回

日
本
リ
ウ
マ
チ

学
会
総
会
（
２

０
２
５
年
４
月

24
日
、
福
岡
）

に
お
い
て
表
彰

さ
れ
た
。
本
賞
は
本
邦
に
お

け
る
リ
ウ
マ
チ
学
に
関
す
る

臨
床
的
ま
た
は
基
礎
的
研
究

国
か
ら
提
出
さ
れ
た
ポ
ス
タ

ー
の
中
か
ら
30
名
ほ
ど
が
選

出
さ
れ
、
発
表
を
競
い
ま

す
。

　

藤
村
君
は
「Detailed 

analysis of elective 
endovascular aneurysm 
repair for nonagenarians 
in Japanese population 
shows comparable mid-
term results w

ith 
octogenarians

」
と
い
う
演

題
で
、
慶
應
関
連
施
設
と
共

同
で
作
成
し
て
い
る
台
帳
を

も
と
に
、
84
例
の
90
歳
代
の

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術

（
Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｒ
）
と
９
５
３
例

の
80
歳
代
の
Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｒ
の
比

較
を
し
、
90
歳
代
の
Ｅ
Ｖ
Ａ

Ｒ
の
特
徴
と
、
３
年
ま
で
は

全
生
存
率
に
差
が
な
い
こ
と

な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
超

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
る

日
本
な
ら
で
は
の
演
題
で
、

座
長
を
含
め
、
多
く
の
参
加

者
に
興
味
を
持
た
れ
、
最
優

礎
領
域
か
ら
２
名
、
循
環
器

・
腹
部
（
消
化
器
）・
産
婦

人
科
の
各
臨
床
領
域
か
ら
１

名
ず
つ
が
選
出
さ
れ
た
。

　

演
題
は
「
装
着
型
マ
ル
チ

ア
ン
グ
ル
自
動
測
定
胎
児
エ

コ
ー
」
で
、
従
来
の
超
音
波

診
断
装
置
と
異
な
り
音
響
素

子
を
妊
娠
腹
部
前
面
に
疎
に

配
置
す
る
こ
と
で
胎
児
の
３

次
元
形
態
を
推
定
可
能
で
あ

る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
基
礎
寄
り
の
内
容
か

つ
未
臨
床
段
階
で
、
特
許
申

請
の
関
係
か
ら
発
表
で
き
な

い
実
験
結
果
も
あ
る
中
、
社

会
的
意
義
や
実
用
性
に
お
い

て
審
査
員
を
は
じ
め
多
く
の

臨
床
医
の
賛
同
を
得
ら
れ
た

　

２
０
２
５
年
５
月
に
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
国

際
肝
移
植
学
会
総
会
で
、
日

比
泰
造
君
（
外
77
回
、
現
熊

本
大
学
小
児
外
科
・
移
植
外

科
教
授
）
が
学
会
賞
（
臨
床

研
究
部
門
）
を
受
賞
し
た
。

本
学
会
は
臓
器
移
植
の
父
・

Starzl

博
士
ら
が
創
立
し
た

肝
移
植
医
療
を
議
論
す
る
世

界
最
大
の
舞
台
で
あ
る
。

　

日
比
君
は
国
内
外
で
の
肝

胆
膵
・
移
植
外
科
領
域
の
豊

　

２
０
２
５
年
４
月
24
日
～

26
日
に
開
催
さ
れ
た
第
69
回

日
本
リ
ウ
マ
チ
学
会
総
会
・

学
術
集
会
に
お
い
て
、
鈴
木

浩
司
君
（
98
回
）、
平
本
和

音
君
（
92
回
）、
近
藤
泰
君

（
88
回
）
の
３
名
が
国
際
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プExcellent 

Abstract Award

を
受
賞
し

た
。
本
賞
は
、
本
会
の
英
語

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
国
際
ワ

の
不
十
分
例
に
お
い
て
は
、

寛
解
し
た
例
と
比
較
し
Ｉ
Ｌ

︱
１
β
、
Ｉ
Ｌ
︱
18
、
Ｉ
Ｆ

Ｎ
γ
経
路
が
活
性
化
し
て
い

る
こ
と
報
告
し
た
。
本
研
究

に
よ
り
、
成
人Still

病
の
治

療
前
後
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
測

定
が
、
今
後
の
個
別
化
医
療

に
有
用
で
あ
る
可
能
性
が
示

さ
れ
た
。

　

平
本
和
音
君
は
「Urinary 

biomarkers associated 
with pathogenic pathways 
reflecting histological 
findings in lupus 
nephritis

」
と
い
う
演
題

で
、
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
解
析

を
用
い
て
ル
ー
プ
ス
腎
炎
の

腎
組
織
所
見
と
広
が
り
を
反

映
す
る
尿
中
バ
イ
オ
マ
ー
カ

ー
を
探
索
し
、calgranulin 

B

（
Ｓ
１
０
０
Ａ
９
）、
Ｍ

Ｃ
Ｐ
︱
１
、
Ｉ
Ｇ
Ｆ
Ｂ
Ｐ
︱

５
が
抽
出
さ
れ
た
こ
と
を
報

池
田 

織
人
君（
放
95
回
）

第
84
回
日
本
医
学
放
射
線
科
学
会

総
会
でY

oung Investigator 
A

w
ards 1

st prize

を
受
賞

中
原 

健
裕
君（
放
82
相
当
）

２
０
２
４
年
度
日
本
医
学
放
射
線

学
会
最
優
秀
論
文
賞
を
受
賞

種
田 

桐
子
君（
6
年
）

第
57
回
日
本
結
合
組
織
学
会
で

Young Investigator Award

受
賞

池
ノ
上 

学
君（
産
婦
86
回
）

第
77
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会

学
術
講
演
会
で
ロ
ー
ト
女
性
健

康
科
学
研
究
賞
を
受
賞

加
藤 

玖
里
純
君（
6
年
）

第
42
回
日
本
神
経
治
療
学
会
学
術
集
会

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
演
題

最
優
秀
演
題
賞

第
66
回
日
本
神
経
学
会
学
術
大
会

学
生
・
研
修
医
演
題

最
優
秀
口
演
賞
を
受
賞

日
比 

泰
造
君（
外
77
回
）

２
０
２
５
年
国
際
肝
移
植
学
会
賞

（
臨
床
研
究
部
門
）を
受
賞

　

今
年
の
４
月
に
パ
シ
フ
ィ

コ
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
第
84

回
日
本
医
学
放
射
線
科
学
会

総
会
に
お
い
て
、
池
田
織
人

君
（
95
回
）
が
、「Young 

Investigator Awards
」
の

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
同

賞
は
今
年
か
ら
新
設
さ
れ
、

一
般
演
題
の
中
か
ら
一
次
審

査
で
40
題
、
二
次
審
査
で
６

題
に
絞
ら
れ
、
学
会
中
に
プ

レ
ゼ
ン
を
行
い
、
６
人
の
審

査
員
に
よ
り
最
終
審
査
が
実

施
さ
れ
た
。
池
田
君
の
演
題

「D
ifferences in 

Pulmonary Arterial and 
Venous  Volumes  Between  
Supine and Upright CT 
Scans

」
は
、
陣
崎
雅
弘
教

授
（
放
診
66
回
）
が
中
心
と

　

２
０
２
５
年
５
月
23
日
〜

25
日
に
岡
山
で
開
催
さ
れ
た

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
学
術

講
演
会
に
お
い
て
、
産
婦
人

科
の
池
ノ
上
学
君
が
、
ロ
ー

ト
女
性
健
康
科
学
研
究
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
本
賞
は
２

０
０
９
年
に
設
立
さ
れ
、
産

科
婦
人
科
研
究
の
発
展
・
向

上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と

し
て
、
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た

研
究
者
を
表
彰

す
る
も
の
で

す
。

　

子
宮
内
環
境

が
小
児
期
・
成

人
期
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
関
連
す
る
と
い

う

Ｄ

Ｏ

Ｈ

ａ

Ｄ

（Developmental Origins 
of Health and Disease

）

の
概
念
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
新
生
児
期

の
体
脂
肪
量
と
、
小
児
期
の

体
脂
肪
量
や
肥
満
と
の
関
連

　

医
学
部
６
年
生
（
１
０
５

回
）
の
加
藤
玖
里
純
（
く
り

す
）
君
が
、
２
０
２
４
年
11

月
８
日
に
幕
張
で
開
催
さ
れ

た
第
42
回
日
本
神
経
治
療
学

会
学
術
集
会
の
メ
デ
ィ
カ
ル

そ
の
減
少
率
が
下
肺
野
よ
り

も
上
肺
野
の
方
が
大
き
い
こ

と
が
解
明
さ
れ
た
。
こ
れ
ま

で
の
生
理
学
の
常
識
を
書
き

換
え
る
よ
う
な
知
見
と
思
わ

れ
た
。

　

今
後
は
さ
ら
に
疾
患
群
で

の
比
較
な
ど
、
立
位
Ｃ
Ｔ
を

用
い
た
新
た
な
診
断
指
標
の

確
立
や
病
態
生
理
の
よ
り
深

い
理
解
に
貢
献
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

（
放
射
線
科
（
診
断
）　

�

山
田
祥
岳　

81
回
）

鈴
木 

浩
司
君（
内
98
回
）

平
本 

和
音
君（
内
92
回
）

近
藤 　

泰
君（
内
88
回
）

Ｊ
Ｃ
Ｒ
２
０
２
５
国
際
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プExcellent A

bstract 
A

w
ard

を
ト
リ
プ
ル
受
賞

富
な
執
刀
経
験
に
基
づ
き
、

腫
瘍
学
と
移
植
医
学
の
融
合

・transplant oncology

と

い
う
概
念
を
２
０
１
４
年
に

私
ど
も
の
教
室
か
ら
初
め
て

提
唱
し
た
。
複
数
の
国
際
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
、
新
規
手

術
戦
略
や
最
重
症
患
者
の
救

命
な
ど
、
一
貫
し
て
技
術
革

新
と
病
態
生
理
を
探
究
し
、

患
者
と
共
に
治
癒
可
能
性
の

限
界
に
挑
ん
で
き
た
世
界
的

玉
井 
博
也
君（
内
91
回
）

２
０
２
５
年
度
日
本
リ
ウ
マ
チ

学
会
奨
励
賞 
受
賞

清
水 

映
輔
君（
眼
92
回
）

２
０
２
４
年
ド
ラ
イ
ア
イ

リ
サ
ー
チ
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
‼

小
笠
原 

淳
君（
92
回
）

第
98
回
日
本
超
音
波
医
学
会
学

術
集
会
に
て
奨
励
賞
受
賞

　

２
０
２
５
年
５
月
30
日
～

６
月
１
日
に
国
立
京
都
国
際

会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
第
98

回
日
本
超
音
波
医
学
会
学
術

集
会
に
お
い
て

小
笠
原
淳
君
が

奨
励
賞
を
受
賞

し
た
。
奨
励
賞

は
、
超
音
波
医

学
の
発
展
に
寄

与
す
る
に
た
る

活
躍
を
し
て
い

る
研
究
者
を
表

彰
す
る
も
の

で
、
今
回
は
基

藤
村 

直
樹
君（
外
82
回
）

2025 V
ascular A

nnual 
M

eeting

に
てInternational 

poster com
petition 

優
勝

　

２
０
２
５
年
６
月
４
日
︱

７
日
に
米
国
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン

ズ
で
開
催
さ
れ
た
、
２
０
２

５ V
a
sc

u
la

r 
Annual Meeting

に

お
い
て
、
外
科
学
教

室
（
一
般
・
消
化

器
）
の
藤
村
直
樹
君

（

82
回
）

が

International 
poster competition

で
優
勝
し
ま
し
た
。

本
会
は
米
国
血
管
外

科
学
会
の
総
会
で
あ

り
、
全
世
界
か
ら
３

０
０
０
人
以
上
が
集

ま
る
血
管
外
科
の
世

界
で
は
最
も
権
威
の

あ
る
会
の
一
つ
で

す
。
そ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
一

つ
で
あ
るinternational 

poster competition

で
は
各

柴
田 　

護
君（
71
回
）

２
０
２
５
年
度
日
本
神
経
学
会

Excellent teacher 
表
彰

　

２
０
２
５
年
５
月
21
～
24

日
に
大
阪
国
際
会
議
場
で
開

催
さ
れ
た
第
66
回
日
本
神
経

学
会
学
術
大
会
に
お
い
て
、

柴
田  

護
君 

（
東
京
歯
科
大

学
市
川
総
合
病
院
神
経
内
科

教
授
・
71
回
）
が
、
同
学
会

の
２
０
２
５
年
度Excellent 

teacher

と
し
て
表
彰
さ
れ

た
。
こ
の
制
度
は
、
同
学
会

が
主
催
す
る
各
種
の
セ
ミ
ナ

の
振
興
並
び
に
リ
ウ
マ
チ
学

の
発
展
に
顕
著
な
貢
献
の
あ

っ
た
40
歳
未
満
の
若
手
研
究

者
を
顕
彰
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

玉
井
君
は
基
礎
研
究
と
し

て
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
お
け
る

破
骨
細
胞
や
サ
イ
ト
カ
イ
ン

動
態
に
取
り
組
む
一
方
、
大

規
模
な
多
施
設
国
際
共
同
臨

床
試
験
を
遂
行
し
、
欧
州
リ

ウ
マ
チ
学
会
に
お
い
て
２
年

連
続
で
オ
ー
ラ
ル
発
表
す
る

な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る
若

手
研
究
者
と
し
て
活
躍
中
で

あ
る
。
本
受
賞
を
励
み
に
、

今
後
の
さ
ら
な
る
世
界
的
活

躍
を
期
待
さ
れ
る
。

（
内
科
学
（
リ
ウ
マ
チ
・
膠

原
病
） 

金
子
祐
子　

76
回
）

清水健太郎（70回）

�

稲
城
市
立
病
院
副
病
院
長
。近
著『
整
形
外
科
教
室
』（
中
外
医
学
社
）を
出
版
。

ー
の
講
師
や
教
育
用
動
画
の

作
成
な
ど
、
教
育
活
動
に
貢

献
し
た
会
員
を
対
象
に
２
０

１
３
年
か
ら
毎
年
表
彰
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
同
君

は
、
慶
應
義
塾
大
学
神
経
内

科
教
室
で
主
と
し
て
片
頭
痛

病
態
に
関
す
る
基
礎
研
究
に

従
事
し
、
２
０
２
０
年
か
ら

現
施
設
で
地
域
医
療
に
従
事

す
る
と
と
も
に
精
力
的
に
学

告
し
た
。
本
研
究
に
よ
り
、

侵
襲
的
な
腎
生
検
を
行
わ

ず
、
尿
検
査
の
み
で
ル
ー
プ

ス
腎
炎
の
組
織
所
見
、
重
症

度
の
予
測
で
き
る
可
能
性
が

示
唆
さ
れ
た
。

　

近

藤

泰

君

は

「A
ttenuation of 

immunogenicity after 
third booster of SARS-
C
oV

-2 vaccines is 
associated with severe 
and critical outcome of 
COVID-19 in patients 
w
ith autoim

m
une 

rheum
atic 

diseases in 
o

m
i
c

r
o

n 
p
a
n
d
e
m

ic 
phase

」
と
い
う

演
題
で
、
リ
ウ
マ

チ
・
膠
原
病
患
者

に
お
い
て
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
を
３
回

接
種
し
て
も
液
性

・
細
胞
性
免
疫
の

両
方
が
減
弱
し
て

い
る
例
で
は
、
現

在
も
重
症
化
リ
ス

ク
が
特
に
高
い
こ
と
を
報
告

し
た
。
免
疫
抑
制
患
者
に
お

い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
反
復

接
種
や
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
真

に
適
正
な
投
与
期
間
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

本
賞
の
受
賞
を
き
っ
か
け

に
、
今
後
も
リ
ウ
マ
チ
・
膠

原
病
領
域
の
克
服
に
向
け

て
、
３
人
の
研
究
が
更
に
発

展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

（
内
科
学
（
リ
ウ
マ
チ
・
膠

原
病
） 

金
子
祐
子　

76
回
）

な
取
り
組
み
が
高

く
評
価
さ
れ
た
。

　

今
回
の
受
賞
は

日
本
人
と
し
て
初

の
快
挙
で
あ
り
、

日
比
君
が
今
後
も

職
種
や
世
代
、
国

境
を
超
え
て
腫
瘍

学
と
移
植
医
学
、

そ
し
て
東
洋
と
西

洋
の
架
け
橋
と
し

て
「
世
界
に
冠
た

る
日
本
の
外
科
」

を
持
続
的
に
発
展

さ
せ
る
原
動
力
と

な
る
こ
と
を
大
い

に
期
待
す
る
。
塾
医
学
部
の

諸
先
生
方
の
ご
指
導
に
深
甚

な
る
謝
意
を
表
す
る
。

�

（
北
川
雄
光　

外
65
回
）

ス
タ
ッ
フ
演
題
に
て
「
Ａ
Ｌ

Ｓ
の
脊
髄
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン

表
現
型
とpolygenic risk 

score

」
と
い
う
演
題
で
最

優
秀
演
題
賞
を
、
２
０
２
５

年
５
月
24
日
に
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
第
66
回
日
本
神
経
学

会
学
術
大
会
の
学
生
・
研
修

医
演
題
に
て
「
Ｋ
ｉ
ｉ　

Ａ

Ｌ
Ｓ
／
Ｐ
Ｄ
Ｃ
患
者
に
お
け

るSSBP1-HSF1 axis

異
常

と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
タ
ン
パ

ク
質
恒
常
性
破
綻
」
と
い
う

演
題
で
最
優
秀
口
演
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

前
者
の
研
究
で
は
、
筋
萎

縮
性
側
索
硬
化
症
（
Ａ
Ｌ

Ｓ
）
患
者
さ
ん
か
ら
樹
立
し

た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
脊
髄
運

動
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
表
現
型
に

寄
与
す
る
遺
伝
的
背
景
を
同

定
す
る
手
法
と
し
て
、

polygenic risk score

を
用

い
た
計
算
手
法
を
提
案
し
ま

し
た
。
後
者
の
研
究
で
は
、

紀
伊
半
島
の
風
土
病
で
神
経

変
性
疾
患
で
あ
る

牟
婁
病
（
Ｋ
ｉ
ｉ

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｐ
Ｄ

Ｃ
）
患
者
さ
ん
の

脳
に
お
け
る
ト
ラ

ン
ス
ク
リ
プ
ト
ー

ム
・
プ
ロ
テ
オ
ー

ム
の
統
合
解
析
に

よ
り
、
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
局
在
タ
ン

パ
ク
質
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｐ

１
の
発
現
低
下
に

伴
っ
て
ヒ
ー
ト
シ

ョ
ッ
ク
タ
ン
パ
ク

質
群
の
発
現
が
低

下
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
加
藤

君
が
Ｍ
Ｄ
︱
Ｐ
ｈ
Ｄ
コ
ー
ス

学
生
と
し
て
慶
應
義
塾
大
学

再
生
医
療
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー
に
所
属
し
進
め
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
日
本
神
経

学
会
学
生
・
研
修
医
演
題
最

優
秀
口
演
賞
は
、
第
64
回
大

会
（
加
藤
君
）、
第
65
回
大

会
（
小
林
博
也
君　

１
０
４

回
）
に
続
き
、
３
年
連
続
で

当
研
究
グ
ル
ー
プ
所
属
の
学

生
が
受
賞
す
る
快
挙
と
な
り

ま
し
た
。
当
研
究
グ
ル
ー
プ

に
は
多
く
の
学
部
生
が
所
属

し
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

（
生
理
学
教
室　

�

森
本
悟　

89
相
当
、

�

岡
野
栄
之　

62
回
）

八
木 

文
子
君（
放
94
回
）

第
84
回
日
本
医
学
放
射
線
学
会

総
会
フ
ィ
ル
ム
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

最
優
秀
賞
を
受
賞

な
っ
て
開
発
し
た
立
位
Ｃ
Ｔ

と
従
来
の
臥
位
Ｃ
Ｔ
を
用
い

て
、
健
常
人
の
肺
動
・
静
脈

容
積
の
体
位
変
化
を
世
界
で

初
め
て
解
析
し
た
基
盤
的
研

究
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
肺
血
流
は
、
臥

位
と
立
位
を
比
較

す
る
と
、
動
脈
容

積
は
変
化
が
な

く
、
上
肺
野
の
静

脈
容
積
は
立
位
で

は
減
少
し
、
下
肺

野
の
静
脈
容
積
は

増
加
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
た
が
、

本
研
究
に
よ
り
、

立
位
で
は
肺
動
・

静
脈
の
容
積
は
共

に
小
さ
く
な
り
、

こ
と
は
非
常
に
勇
気
づ
け
ら

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

同
時
に
行
わ
れ
た

Congress of W
orld Federation  for  Ultrasound  

in Medicine and Biology

で
は
世
界
各
国
か
ら
数
多
く

の
参
加
者
が
お
り
、
超
音
波

の
幅
広
さ
と
懐
の
深
さ
を
感

じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

秀
演
題
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

藤
村
君
の
今
後
の
さ
ら
な

る
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
北
川
雄
光
教
授
、
な

ら
び
に
慶
應
関
連
施
設
の
先

生
方
の
日
頃
の
ご
協
力
に
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

�

（
尾
原
秀
明　

外
72
回
）

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
登
録
さ
れ

た
演
題
の
中
か
ら
厳
正
な
審

査
に
よ
り
、
最
大
30
名
の
若

手
の
優
秀
演
題
に
送
ら
れ
る

賞
で
あ
る
。

　

鈴
木
浩
司
君
は
、「Serum 

cytokine levels in adult 
Still’s  disease:  an 
explanatory subanalysis 
o
f a ran

d
o
m

ize
d 

controlled trial of 
tocilizumab

」
と
い
う
演
題

で
、
成
人Still

病
に
対
し
て

使
用
さ
れ
る
ト
シ
リ
ズ
マ
ブ

る
と
改
め
て
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
子
育
て
と
両
立
し
な

が
ら
学
術
的
な
研
鑽
を
続
け

る
姿
は
、
科
内
の
後
輩
医
師

た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺

激
に
な
っ
て
い
る

　

八
木
君
の
今
後
の
さ
ら
な

る
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

（
放
射
線
科
（
診
断
）
医
局

長　

巷
岡
祐
子　

86
回
）

が
報
告
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

池
ノ
上
君
は
さ
ら
に
、
胎
児

脂
肪
量
か
ら
新
生
児
体
脂
肪

量
を
予
測
可
能
で
あ
る
こ
と

や
、
母
体
の
イ
ン
ス
リ
ン
抵

抗
性
、
レ
プ
チ
ン
な
ど
の
ア

デ
ィ
ポ
サ
イ
ト
カ
イ
ン
、
さ

ら
に
25
Ｏ
Ｈ
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
な

ど
が
胎
児
脂
肪
量
と
関
連
す

る
こ
と
を
見
出
し
、
肥
満
の

起
原
は
そ
の
一
部
が
胎
児
期

ま
で
遡
る
可
能
性
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
今
回
の
一
連

の
研
究
は
、
子
宮
内
環
境
が

児
の
長
期
予
後
に
影
響
を
与

え
る
病
態
の
解
明
や
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

一
次
予
防
へ
と
繋
が
る
可
能

性
が
あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る

研
究
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

（
産
婦
人
科
学
教
室
（
産

科
）
教
授　

�

田
中　

守　

65
回
）
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